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要求書 
 
 教員組合は、教員の教育・研究条件の向上を図るとともに、教育現場から本学の真の改

革を目指して取り組んできたが、昇任人事の審査に当たって任期制への同意を求める文書

（「教授・准教授及び助教昇任候補者の推薦について」平成 21 年 10 月 1 日学長発）につい

て、労働条件の重大な変更に関わる問題として見逃しがたく、再度その文書の取り下げを

要求する。 
平成２０年２月４日の団交において、任期制への同意は手続き上の問題であると回答し

ていたが、任期制が人生を左右する雇用関係になっている教員にとっては、単なる手続き

上の問題ではありえない重大な雇用関係の変更になっている。また、学長が「任期制への

同意状況等も判断に加味した上で」人事委員会へ諮問をすることは、教学の長である学長

が雇用関係にも踏み込むことであり、労働契約の相互性を犯すものとして許されるもので

はない。第７回合同調整会議議事録でも、認証評価委員から昇任規程と任期制の関係につ

いて疑義が提出されているように、本来合理的な根拠をもたない規程によって、これまで

にも、優秀な教員を失ってきたことに鑑み、昇任人事の審査に当たって任期制への同意を

求める手続きは、廃止することを求める。 
 

 


